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再任が決まった
後藤泰之学長

愛
知
工
業
大
学  

後
藤
泰
之
学
長
を
再
任

　

学
校
法
人
・
名
古
屋
電
気
学

園
は
二
月
二
十
六
日
理
事
会
を

開
き
、
三
月
末
で
任
期
満
了
の

愛
知
工
業
大
学
学
長
に
後
藤
泰

之
学
長
（
58
）
の
再
任
を
決
め

ま
し
た
。
後
藤
学
長
は
現
在
三

期
目
。
新
し
い
任
期
は
四
月
一

日
か
ら
四
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

自
分
で
考
え
て
動
く
自

律
移
動
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
競

技
会
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ャ

パ
ン
オ
ー
プ
ン
２
０
１
６

愛
知
」（
愛
知
工
業
大
学
、

ロ
ボ
カ
ッ
プ
日
本
委
員

会
、
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ

ア
・
ジ
ャ
パ
ン
に
よ
る
開

催
委
員
会
主
催
）
が
三
月

二
十
五
～
二
十
七
日
の
三

日
間
に
わ
た
り
、
愛
工
大

八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か

れ
ま
す
。
＝
詳
報
８
面

　

ロ
ボ
カ
ッ
プ
は
「
二
○

五
○
年
ま
で
に
人
型
ロ

ボ
ッ
ト
で
人
間
の
サ
ッ

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
優

　
　

学
園
理
事
会
で
決
定 

４
期
目
就
任
へ

　

後
藤
淳
・
学
園
理
事
長
は
一
月

六
日
、
中
学
・
高
校
、
大
学
、
専

門
学
校
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
教
職

員
を
前
に
年
頭
挨
拶
し
、
教
職
員

の
結
束
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

後
藤
理
事
長
は
中
高
の
挨
拶
で

中
学
と
高
校
の
教
育
の
役
割
を
説

き
、「
日
本
を
背
負
っ
て
立
つ
若

い
人
を
育
成
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
少
子
化
問
題
や
定
員

超
過
率
問
題
な
ど
取
り
巻
く
厳
し

い
環
境
に
触
れ
「
大
学
が
中
心
と

な
り
、
知
恵
を
絞
っ
て
力
を
合
わ

せ
て
今
年
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。
専
門
学
校
で
は

「
こ
こ
数
年
学
生
確
保
に
頑
張
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
子
ど
も
が

年
間
百
万
人
し
か
生
ま
れ
な
い
時

代
。
大
学
へ
の
編
入
な
ど
手
を
取

り
合
っ
て
お
互
い
協
力
し
て
ほ
し

い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
後
藤
学
長
も
大
学
で
挨

拶
し
「
定
員
超
過
率
削
減
の
話
が

出
て
き
ま
し
た
が
、
こ
う
い
っ
た

問
題
に
対
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た
こ
と
を
着
実
に
前

進
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す

し
、
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
力

を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
」
と
教
職
員
の
結
束
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
＝
要
旨
２
面

学園教職員の
結束呼びかけ

年頭挨拶する
後藤淳理事長

後藤理事長、後藤学長が年頭挨拶

勝
チ
ー
ム
に
勝
利
す
る
」

と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
国

際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
日

本
大
会
で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン

オ
ー
プ
ン
は
一
九
九
八
年

か
ら
開
か
れ
て
い
ま
す
。

同
時
開
催
の
ロ
ボ
カ
ッ
プ

ジ
ュ
ニ
ア
は
世
界
大
会
出

場
チ
ー
ム
の
選
抜
も
兼
ね

て
い
ま
す
。

　

会
期
中
は
全
国
か
ら
競

技
者
と
観
戦
者
ら
合
わ
せ

延
べ
一
万
人
を
超
え
る
人

出
が
予
想
さ
れ
、
八
草

キ
ャ
ン
パ
ス
が
一
般
に
開

放
さ
れ
ま
す
。

ロボカップジャパンオープン 開幕迫る

井
副
学
長
に

後
藤
鉀
二
賞

後藤鉀二先生の遺影の前で後藤
理事長と記念撮影する井副学長㊨

　

後
藤
鉀
二
先
生
奨
学
記
念

会
（
会
長
・
後
藤
淳
理
事
長
）

は
、
本
年
度
の
後
藤
鉀
二
賞
を

大
学
の
井
（
い
の
も
と
）
研
治

副
学
長
に
授
与
し
ま

し
た
。
学
園
の
発
展

な
ど
顕
著
な
功
績
者

に
贈
ら
れ
る
後
藤
鉀

二
賞
は
鉀
二
先
生
の

遺
徳
を
偲
び
昭
和

四
十
九
年
度
に
始
ま

り
、
井
副
学
長
は

八
十
五
人
目
の
受
賞

者
と
な
り
ま
す
。
＝
関
連
３
面

　

授
賞
式
は
鉀
二
先
生
の
命
日

の
一
月
二
十
二
日
、
若
水
キ
ャ

ン
パ
ス
で
行
わ
れ
、
出
席
者
が

鉀
二
先
生
の
遺
影
に
黙
と
う
を

捧
げ
た
後
、
後
藤
理
事
長
か
ら

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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　あけましておめでとうございます。今年は国
公立大に既に 16 名合格、と聞きました。就職
等もあるでしょうし、ほかに活躍する人もいる。
義務教育である中学は基礎学力を身に着けても
らう時、高校は進むべき道を模索する時期です。
力いっぱいやっていくと、生徒のどこかに能力
が現れてくる。その能力を見つけ、引き出して
やるのが先生方の力だと思う。各人の能力には
差があるが、本当の能力が一つだけ必ずある。
それを伸ばしていただくのが高校かなと思う。
進学の分野、スポーツの分野、ほかの分野とい
ろいろ取り組みがなされている。インターハイ
の出場を見ても、いろいろな方面に選手を送っ
ている。できるだけのことはやってみるのがい
い。いよいよ締めくくりの３学期です。生徒を
送り出し、迎え入れる準備で忙しいと思います
が、しっかりお願いしたいと思います。
 　昨年北側の土地が少し取得でき、グラウン
ド、体育施設、春には間に合うよう整備してい
ます。若水キャンパスは狭い。なかなか都会で
は土地の取得は難しい。そんな中で少しずつで
も学校整備を心がけていく所存であります。十
分ではないが少しずつ整ってくると思います。
足りない所も知恵を絞って十分に活用していた

だきたい。
 　正月の経営者の集まりで、今年の目標を人
材育成と書いた人が何人かいた。狭い日本で、
資源も少ない日本で、昔は工業立国として成り
立ってきたが、今はそれだけでは生きていくの
が難しい。ものだけでなく扱う人が大事になっ
てくる。売れるものを作って勝負していかなけ
ればいけない。負けない日本を背負って立つ若
い人を育成していかなければならない。
 　若水へ来ると若い人の姿をたくさん見かけ
ます。へこたれないように。子どもたちも先生
方の背中を見て追っかけてくる。お正月の穏や
かな天気のような日本が来ることを祈り、今年
１年、先生方に期待をし、一緒に進んで行きた
い。いいスタートを切りましょう。

日本を背負って立つ若い人の育成を

後
藤
理
事
長
の
年
頭
挨
拶
要
旨　
中
学
・
高
校

若
水
キ
ャ
ン
パ
ス
南
校
舎
で

後
藤
理
事
長
が
年
頭
挨
拶

　あけましておめでとうございます。穏やかな新年
のスタートを切ることができました。今年は、これ
までも取り組んでまいりました教育の充実、研究の
活性化、環境整備、貢献をより一層進めていきたい。
例えば数学や物理、英語などの基礎科目は専門科目
との連携を考慮した改善を図ってほしい。また大学
院生を増やしていくことによって研究の活性化にも
つながる。学生の減少を具体的に食い止めてほしい。
環境整備に関しては５号館跡では食堂建設が進んで
いますが、こうしたキャンパス整備はまだまだ計画
を持っています。
 　しかし、なんといっても経営の安定化が大前提。
文科省から定員超過率削減の話が出てきました。本
学は毎年若干高めに設定してありますが、非常に影

響が大きい。29 年度には定員増を図るべく準備を
進めているが、それにしても入学者は減ってくるで
あろうと思います。ここ数年来 2018 年問題に対応
してきましたが、それ以前の問題が現実になりまし
た。
 　こういった問題に対しても、これまで取り組ん
できたことを着実に前進させていくことが大事です
し教職員が一丸となって力を合わせていくことが何
よりも大切。間もなく入試が始まり年度末の締め、
新年度の準備と忙しくなる。特に今年はロボカップ
ジャパンオープンが本学で開催され、多忙な年度末
になってくると思いますが、皆様には元気に職務を
果たしていただければと思います。今年も皆様方の
ご尽力ご協力お願いいたしまして挨拶とします。

＜新規採用＞（平成 28 年 1 月 1 日付）
　事務局総務部参事（広報担当）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　山本　啓二
　事務局総務部警備課主幹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廣田　憲治
＜退職＞（平成 28 年 1 月 1 日死亡）
　事務局システム管理部参事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本　久雄

人
事
異
動

これまでの取り組み 着実に前進を　後藤学長の年頭挨拶要旨



学 園 だ よ り（3） 平成28年3月15日 第161号

　

学
園
は
二
月
十
六
日
、「
後

藤
す
ゞ
子
先
生
奨
学
金
」
を
情

報
科
学
部
の
学
生
に
交
付
し
ま

し
た
。
奨
学
金
は
元
学
園
長
の

後
藤
す
ゞ
子
先
生
の
遺
志
に
基

づ
い
て
設
け
ら
れ
、親
の
死
去
、

失
職
な
ど
思
い
が
け
な
い
理
由

で
学
資
の
負
担
が
難
し
く
な
っ

た
設
置
校
の
学
生
、
生
徒
が
学

業
を
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
す

る
も
の
で
す
。

　

交
付
は
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
本

部
棟
で
行
わ
れ
、
後
藤
理
事
長

が
奨
学
金
の
趣
旨
を
説
明
し
て

　

後
藤
鉀
二
賞
の
井
研
治
副
学
長

　

学
園
の
発
展
に
顕
著
な
業
績　

後藤すゞ子先生奨学金を
母親に手渡す後藤理事長

　

学
園
管
理
部
管
財
課
は
一
月

七
日
か
ら
二
月
五
日
ま
で
、
大

学
の
各
研
究
室
が
保
管
す
る
薬

品
類
で
事
件
や
事
故
が
起
き
な

い
よ
う
、
管
理
を
徹
底
す
る
棚

お
ろ
し
作
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
平
成
二
十
一
年
度
に
応
用

化
学
科
が
導
入
し
た
薬
品
管
理

シ
ス
テ
ム
が
全
学
で
運
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
受
け

て
、
初
め
て
学
内
す
べ
て
の
薬

品
室
、
研
究
室
の
薬
品
棚
、
危

険
物
倉
庫
を
対
象
に
集
中
的
に

作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

担
当
教
員
立
ち
会
い
の
下
、

施
錠
さ
れ
た
薬
品
庫
か
ら
ガ
ラ

母
親
に
手
渡
し
ま
し
た
。
後
藤

理
事
長
は
学
生
に
「
社
会
に
出

た
ら
お
母
さ
ん
に
親
孝
行
し
て

く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
の
言
葉

を
か
け
ま
し
た
。

後
藤
す
ゞ
子
先
生
奨
学
金

情
報
科
学
部
学
生
に
交
付

ス
瓶
な
ど
に

入
っ
た
薬
品

類
を
取
り
出

し
、
一
つ
一

つ
の
バ
ー

コ
ー
ド
を
読

み
取
り
な
が

ら
、
薬
品
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登

録
さ
れ
て
い
る
内
容
と
不
一
致

が
な
い
か
を
慎
重
に
チ
ェ
ッ
ク

＝
写
真
。
併
せ
て
管
理
上
の
要

望
な
ど
を
聞
き
取
り
ま
し
た
。

　

登
録
さ
れ
て
い
る
学
内
の
薬

品
類
は
約
五
千
八
百
点
。
応
用

化
学
、
機
械
、
電
気
、
土
木
工

学
科
な
ど
の
薬
品
類
を
扱
う
研

究
室
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

大
学
で
薬
品
類
の
棚
お
ろ
し

　

後
藤
鉀
二
賞
を
贈
ら
れ
た
井

研
治
副
学
長
は
学
園
の
発
展
に

寄
与
し
た
顕
著
な
業
績
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
井
副
学
長
は
平

成
七
年
四
月
、
当
時
の
情
報
通

信
工
学
科
教
授
と
し
て
奉
職
、

音
響
工
学
や
信
号
処
理
を
専
門

と
し
て
い
ま
す
。
附
属
図
書
館

長
、
愛
知
工
業
大
学
情
報
電
子

専
門
学
校
校
長
、
副
学
長
な
ど

要
職
を
歴
任
、
管
理
運
営
の
強

化
、
教
育
研
究
の
向
上
、
環
境

整
備
な
ど
大
学
の
発
展
に
大
き

く
寄
与
し
ま
し
た
。

　

授
賞
式
で
後
藤
理
事
長
は
井

副
学
長
の
功
績
を
振
り
返
り
な

が
ら
「
常
に
物
静
か
に
学
長
を

支
え
、
地
道
に
指
導
力
を
発
揮

し
て
こ
ら
れ
た
」
と
お
祝
い
の

言
葉
を
か
け
ま
し
た
。
井
副
学

長
は
「
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
建
学
の
精
神
を
胸

に
過
ご
し
て
い
き
ま
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

後
藤
鉀
二
賞
は
学
園
の
前
理

後
藤
理
事
長

（
前
列
左
か
ら
３
人
目
）

や
井
副
学
長

（
同
４
人
目
）
を
囲
み

記
念
撮
影
す
る
関
係
の
皆
さ
ん

事
長
で
愛
知
工
業
大
学
の
初
代

学
長
を
務
め
た
後
藤
鉀
二
先
生

の
功
績
を
記
念
し
、「
建
学
精

神
」
の
昂
揚
と
人
材
育
成
に
資

す
る
目
的
で
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。「
教
育
」「
科
学
技
術
の
振

興
」「
ス
ポ
ー
ツ
」「
学
園
の
発

展
」
に
寄
与
し
た
業
績
顕
著
な

教
職
員
の
中
か
ら
、
推
薦
を
得

て
記
念
会
が
受
賞
者
を
選
定
す

る
栄
誉
あ
る
表
彰
で
す
。

　

受
賞
者
に
は
昭
和
四
十
九 

年
度
に
卓
球
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
な
っ
た
故
長
谷
川
信
彦

さ
ん
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
（
オ

リ
ッ
ク
ス
時
代
）、
プ
ロ
野
球

で
活
躍
し
た
山
﨑
武
司
さ
ん
ら

ス
ポ
ー
ツ
選
手
も
い
ま
す
。

吹
奏
楽
部
が
定
期
演
奏
会

　

学
園
が
主
催
す
る
名
電
高
校

吹
奏
楽
部
の
定
期
演
奏
会
は
一

月
十
日
、
名
古
屋
国
際
会
議
場

で
昼
と
夜
の
二
部
に
わ
た
っ
て

開
か
れ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
聴

衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
部
は
一
九
五
五
年
の

創
立
、
一
九
六
五
年
に
第
一
回

と
な
る
演
奏
会
を
開
い
て
以

来
、
定
期
演
奏
会
は
今
回
で

五
十
一
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

伊
藤
宏
樹
教
諭
の
指
揮
で
四
部

構
成
。
一
部
で
は
全
日
本
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題
曲
や
、

作
曲
家
八
木
澤
教
司
氏
に
よ
る

「
永
劫
の
翼
～
ジ
ョ
ン
・
フ
レ

ミ
ン
グ
の
法
則
～
」
を
演
奏
し

ま
し
た
。「
永
劫
の
翼
」
は
フ

レ
ミ
ン
グ
の
法
則
で
知
ら
れ
る

英
国
の
電
気
技
術
者
フ
レ
ミ
ン

グ
の
生
涯
が
テ
ー
マ
の
、
本
校

に
ふ
さ
わ
し
い
吹
奏
楽
部
の
委

嘱
作
品
。
こ
の
ほ
か
ス
テ
ー
ジ

ド
リ
ル
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
な

ど
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

吹奏楽部の 51 回目の定期演奏会
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各
設
置
校
で
入
試
本
番

緊
張
し
た
雰
囲
気
の
中
、
問
題

の
配
布
を
受
け
る
大
学
受
験
生

志
願
者
が
大
幅
に
増
え
喬
徳
館

で
は
450
人
が
受
験
し
た
高
校

必
勝
の
鉢
巻
を
し
た
児
童
の

姿
も
見
ら
れ
た
中
学
入
試

大
学
　

大
学
入
試
の

前
期
日
程
は
Ａ

方
式
（
記
述
式
）
が
一
月

二
十
七
、
二
十
八
日
、
Ｍ
方

式
（
マ
ー
ク
セ
ン
ス
式
）
が

同
二
十
九
日
の
三
日
連
続
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
三
学
部
七

学
科
十
四
専
攻
の
募
集
人
員

六
四
八
人
に
対
し
、
志
願
者
数

は
六
七
二
一
人
で
、
昨
年
を

四
二
五
人
上
回
り
ま
し
た
。

　

試
験
は
八
草
、
自
由
ヶ
丘
両

キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
か
一
宮
、
豊

橋
、
岐
阜
、
津
、
四
日
市
、
浜

松
、
静
岡
、
富
山
、
金
沢
、
松

本
、
岡
山
、
福
岡
の
十
二
地
方

会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
八
草

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
早
朝
か
ら
受

験
生
が
訪
れ
、
会
場
と
な
っ
た

10
号
館
、
１
号
館
の
入
り
口
で

割
り
当
て
ら
れ
た
教
室
を
確
認

し
て
入
室
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
ト
ラ
ブ
ル
も
な

く
、
平
穏
に
日
程
を
終
了
し
ま

し
た
。

　

愛
知
工
業
大
学
、
愛
工
大
名
電
高
校
、
愛
工
大
附
属
中
学
校
の

各
設
置
校
で
は
、
一
月
下
旬
か
ら
二
月
上
旬
に
か
け
入
学
試
験
が

本
番
を
迎
え
ま
し
た
。

高
校
　

例
年
、
県
内
私
立

高
校
で
有
数
の
マ
ン

モ
ス
入
試
と
な
っ
て
い
る
名
電

高
校
の
一
般
入
試
は
、
二
月
三

日
に
若
水
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
志
願
者
数
は
普

通
科
が
三
三
○
人
の
募
集
に

対
し
三
七
八
九
人
で
倍
率
は

一
一
・
五
倍
、
科
学
技
術
科
・

情
報
科
学
科
は
二
四
○
人
の
募

集
に
対
し
四
一
八
人
で
倍
率
は

一
・
七
倍
で
し
た
。

　

総
志
願
者
数
が
昨
年
を
五
○

○
人
以
上
上
回
っ
た
た
め
、
新

た
に
淳
和
記
念
館
内
の
体
育
館

を
会
場
に
充
て
る
な
ど
、
入
試

は
北
校
舎
、
南
校
舎
を
フ
ル
に

中
学
　

附
属
中
学
の
入
学

試
験
は
一
月
二
十
三

日
に
奨
学
生
試
験
、
二
十
四
日

に
第
一
回
試
験
の
日
程
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
一
○
五

人
の
定
員
に
対
し
受
験
者
は

五
八
一
人
で
、
倍
率
は
五
・
五

倍
で
し
た
。

　

附
属
中
の
入

試
は
例
年
、
愛

知
県
内
の
私
立

中
の
ト
ッ
プ
を

切
っ
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

二
十
三
日
朝

は
気
温
が
零
度

前
後
と
厳
し
く

冷
え
込
ん
だ

中
、
受
験
す
る

児
童
た
ち
が
保

護
者
と
一
緒
に

次
々
と
訪
れ
、

校
門
前
で
出
迎
え
た
進
学
塾
の

先
生
か
ら
励
ま
し
の
声
を
掛
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

各
教
室
で
担
当
教
諭
の
説
明

を
聞
い
た
後
、
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
国
語
、
理
科
、
社
会
、

算
数
の
四
教
科
の
筆
記
試
験
に

臨
み
ま
し
た
。「
合
格
」
の
鉢

巻
き
を
締
め
気
合
を
入
れ
る
児

童
も
い
る
な
ど
、
全
員
が
真
剣

な
顔
で
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　

専
門
学
校
か
ら
今
春
、
大
学

に
編
入
学
を
予
定
す
る
学
生
た

ち
が
一
月
二
十
八
日
、
校
内
で

稲
垣
愼
二
校
長
の
激
励
を
受
け

ま
し
た
。

　

編
入
学
予
定
者
は
十
五
人
お

使
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
大
の
会
場
と
な
っ
た
喬
徳

館
（
体
育
館
）
で
は
四
五
○
人

が
受
験
。
午
前
六
時
の
気
温
が

氷
点
下
一
度
と
冷
え
込
ん
だ

中
、
館
内
は
八
台
の
大
型
ス

ト
ー
ブ
で
暖
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
験
生
た
ち
は
真
剣
な
表
情

で
監
督
の
先
生
の
説
明
に
耳
を

傾
け
た
後
、
国
語
、
数
学
、
英

語
、
理
科
、
社
会
の
順
で
問
題

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

り
、
こ
の
う
ち
愛
知
工
業
大
学

に
十
四
人
。
編
入
学
先
は
工
学

部
機
械
工
学
専
攻
、
同
機
械
創

造
工
学
専
攻
が
各
一
人
、
同
電

子
情
報
工
学
専
攻
が
二
人
、
情

報
科
学
部
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス

テ
ム
専
攻
が
三
人
、
同
メ
デ
ィ

ア
情
報
専
攻
が
一
人
、
経
営
学

部
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
専
攻
が

六
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
他
大

学
へ
は
中
部
大
学
に
一
人
編
入

学
し
ま
す
。

　

激
励
会
で
は
、
稲
垣
校
長

が
「
専
門
学
校
で
学
ん
だ
長
所

を
生
か
し
、
足
り
な
い
部
分
は

補
い
な
が
ら
自
ら
学
ぶ
姿
勢
を

身
に
着
け
て
ほ
し
い
。
一
年
か

ら
大
学
に
い
る
学
生
と
仲
良
く

な
っ
て
正
確
な
情
報
を
入
手
す

る
こ
と
も
大
切
。
困
っ
た
と
き

は
、
こ
こ
に
相
談
し
に
戻
っ
て

き
て
」
と
、
親
身
に
話
し
か
け

ま
し
た
。

大
学
編
入
学
15
人
激
励

　
　
　
　
　
　
　

専
門
学
校

稲垣愼二校長 （左端） から激励を
受ける大学編入学予定の学生たち
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　愛知工業大学には学生のころからお世話になって
いまして、ドクターの学生時代には実験の助手を務
めたこともありますし、最近では澤木先生の研究を
少しお手伝いさせていただいております。授賞式か
らちょうど 1 年たちまして、この間いろいろな経
験をさせていただきましたが、一番感じたのはイノ
ベーションということです。なぜ日本にイノベー
ションが必要か、輸出に関するデータを見てみます
とリーマンショック以後、唯一回復していないのは
日本だけです。ですから新しい産業を興していかな
いといけない。

　イノベーションを起こすために何が必要か。青色
ＬＥＤに関してヒントがないか考えてみました。青
色ＬＥＤのスタートは 1959 年で非常に長い時間か
かっている。長くやるべきことは長くやらないとで
きない。1962 年に赤色が実用化、1974 年に緑が
実用化され、「次は青だろう」と大方の研究者は考
えました。ドイツの研究者が 1959 年に窒化ガリウ
ムの可能性を論文にされ、翌年特許を取った。この
発見を基に米国の学者が 1971 年に世界で初めて光
らせました。この成功をきっかけに世界一流の会社
が一斉に実用化を目指し 1970 年代にはブームとな
りました。しかし、すべての試みが失敗に終わり、
ほとんどの研究者が別の材料にシフトしました。た
だ一人この材料を諦めなかったのが恩師の赤﨑先生
です。研究を続けるため 1981 年に松下から名古屋
大学へ移りました。

　私は 1982 年に研究室に加わりました。このテー
マは魅力的でした。当時マイコンが急速な勢いで浸
透、キーボードをたたいてプログラムができる時代
に変わっていった。コンピュータの発展に貢献した
いと思い、ディスプレイがフルカラーになれば世界
を一変できると、勇んでこの研究に取り組みました。
しかしビギナーである学生が簡単にできるほど生易
しいテーマではない。自由な雰囲気の中、何度も失

敗を重ね議論をするうち澤木先生に教えて頂いたこ
とを思い出し、少しだけリンを加えたのです。これ
が突破口となり、当時世界で一番きれいな結晶を
1985 年に作ることができました。さらに名古屋大
学でできた技術に対して予算をつけて頂き、研究が
ものすごく加速し実用化につながっていきました。

　大学でシーズを見つける、それだけでは社会に貢
献できない。それを見出して企業と連携して開発を
進めるため、つなぎ役をしてくださる官の方、産官
学の連携が青色ＬＥＤに限らずイノベーションに重
要になると思います。当時私が考えていたのはディ
スプレイだけですが、1996 年日亜化学の技術者が
黄色のフィルムを重ねるだけで簡単に白色になる原
理を見つけました。一般商品にも使えるようになり、
社会貢献が急速に進みました。

　学園の後援組織・愛名会と中部産業連盟主催の講演会が昨年 12 月
10 日名古屋国際ホテルで開かれ、一昨年ノーベル物理学賞を贈られた
名古屋大学の天野浩教授が「世界を照らすＬＥＤ」と題して講演しまし
た。受賞からちょうど 1 年。天野教授はこの 1 年間の経験を振り返り
ながら「今の日本にとってイノベーションはとても重要。イノベーショ
ンのための青色ＬＥＤの可能性をさらに考えていきたい」と語りました。

青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
手
に
講
演
す
る

天
野
浩
名
古
屋
大
学
教
授

イノベーションの重要性を強調

愛名会で講演

　　天野教授の講演要旨　　

　エネルギー問題は日本にとって非常に深刻な問
題。再生可能エネルギーもまだまだ。提案したい
のはもっともっとシステムの効率をあげて質を上
げ、しかもエネルギーの消費を減らそうということ
で、ＬＥＤ電球がその一つです。米国の試算によれ
ば 2030 年までに全照明のうち４分の３がＬＥＤと
なり、省エネ効果は全発電量の７％、日本では電力
料金で年間約 1 兆円の省エネ効果が試算されてい
る。日本の大学はイノベーションの拠点になれるか。
様々な課題がありますが、起業活動家の割合も少な
くイノベーションが発生してもそれから後の仕組み
がない。そこをなんとかできないかと名古屋大学を
挙げて取り組んでいます。日本の全大学、企業が参
加してのコンソーシアムを立ち上げて、イノベー
ションが生まれるような仕組みを作りたいと考えて
います。

後
藤
理
事
長
ら
大
勢
の
聴
衆

が
熱
心
に
聞
き
入
っ
た
天
野

浩
教
授
の
講
演
会

ノーベル賞・天野浩名大教授
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名
電
卓
球
勢 

全
日
本
で
好
成
績

全
日
本
ス
キ
ー
・
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
グ
ル  

四
方
選
手
が
初
優
勝

　

大
学
競
技
ス
キ
ー
部
の
四
方

元
幾
選
手
（
経
営
学
科
四
年
）

は
第
三
十
六
回
全
日
本
ス
キ
ー

選
手
権
大
会
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

競
技
（
二
月
十
三
日
～
十
四

日
、
福
島
県
猪
苗
代
町
）
の
男

子
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
グ
ル
で
初
優

強
化
を
メ
ー
ン
と
し
た
体
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が

好
成
績
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
四
方
選
手
は
世
界
各

地
の
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
ス
キ
ー

Ｗ
杯
を
転
戦
、
ア
メ
リ
カ
・
ユ

タ
州
で
二
月
六
日
に
開
催
さ
れ

た
第
五
戦
の
デ
ュ
ア
ル
モ
ー
グ

ル
で
、
参
加
日
本
人
選
手
の
中

で
最
高
位
お
よ
び
自
己
最
高
の

十
位
と
な
る
な
ど
好
成
績
を
残

し
て
お
り
、
Ｗ
杯
世
界
ラ
ン
キ

ン
グ
は
現
在
二
十
二
位
。
世
界

で
上
位
二
十
四
人
ま
で
し
か
出

場
で
き
な
い
Ｗ
杯
最
終
戦
（
ロ

シ
ア
・
三
月
）
の
出
場
権
を
得

ま
し
た
。

勝
し
ま
し
た
。
シ
ン
グ
ル
で
も

三
位
で
し
た
。
デ
ュ
ア
ル
モ
ー

グ
ル
は
並
列
す
る
二
つ
の
コ
ー

ス
を
二
選
手
が
同
時
に
滑
り
降

り
、
一
対
一
で
勝
ち
抜
け
を
争

い
、
決
勝
ま
で
対
決
を
続
け
ま

す
。
西
裕
之
監
督
は
「
外
国
人

選
手
に
負
け
な
い
パ
ワ
ー
を
つ

け
る
た
め
、
昨
年
夏
か
ら
筋
力

（提
供 

モ
ー
グ
ル
ワ
ー
ル
ド
・
丹
保
太
郎
）優勝した四方選手

就職活動本格スタート
説明会解禁　愛名会企業展 437 社出展

　

学
園
の
後
援
組
織
「
愛
名

会
」
の
会
員
企
業
が
出
展
す
る

大
規
模
な
学
内
企
業
展
が
三
月

一
～
二
日
、
大
学
八
草
キ
ャ
ン

パ
ス
の
鉀
徳
館
（
体
育
館
）
で

開
か
れ
、
来
春
卒
業
予
定
の
学

生
ら
の
就
職
活
動
が
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

愛
名
会
は
平
成
九
年
に
学
園

創
立
八
十
五
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
発
足
し
、
こ
の
企

業
展
を
大
学
と
毎
年
共
催
し

て
い
ま
す
。
前
年
度
は
就
職

し
た
学
生
千
二
百
人
の
う
ち

三
百
四
十
八
人
が
愛
名
会
企
業

二
百
十
二
社
に
入
社
を
決
め
る

な
ど
、
本
学
の
高
い
就
職
率
を

支
え
て
い
ま
す
。

　

各
日
午
前
、
午
後
の
四
回
に

分
か
れ
、
計
四
百
三
十
七
社
が

出
展
。
学
生
は
二
日
間
で
延
べ

三
千
二
百
五
十
五
人
が
参
加
し

ま
し
た
。開
会
式
で
山
田
英
介
、

井
研
治
両
副
学
長
が
挨
拶
し
、

入
場
時
間
に
な
る
と
、
待
ち
か

ね
た
黒
い
ス
ー
ツ
姿
の
学
生
た

ち
が
次
々
と
目
的
の
企
業
ブ
ー

ス
を
埋
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
学
生
優
位
の
売
り

手
市
場
が
続
き
、
本
学
へ

の
求
人
企
業
は
二
日
現
在
、

七
千
五
百
三
十
八
社
と
、
昨
年

同
日
比
二
五
％
増
え
て
い
ま

す
。
面
接
な
ど
の
選
考
活
動
解

禁
（
六
月
一
日
）
ま
で
の
期
間

が
昨
年
よ
り
二
カ
月
短
い
「
短

期
集
中
型
」
と
な
っ
て
い
る

中
、
参
加
し
た
情
報
科
学
科
三

年
の
男
子
学
生
は
「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
で
得
た
情
報
も
生
か

し
、
次
は
個
別
の
説
明
会
に
向

け
準
備
を
進
め
た
い
」
と
気
を

引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

　

名
電
高
大
接
続
事
業
と
し
て

高
校
専
門
学
科
三
年
生
が
こ
の

一
年
、
テ
ー
マ
ご
と
に
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
取
り
組
ん
だ

「
課
題
研
究
」
の
う
ち
、
優
秀

と
評
価
さ
れ
た
六
グ
ル
ー
プ
が

一
月
十
四
日
に
高
校
喬
徳
館
で

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
披
露

し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

昨
年
十
二
月
、
大
学
八
草

キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
課
題

研
究
発
表
会
で
大
学
の
教
員
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
た
も
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
テ
ー

マ
は
「Arduino

とiPhone/
Apple W

atch

に
よ
る
家
電
製

品
の
操
作
」「N

O
x

を
吸
収
す

る
食
物　

N
O

x

の
自
然
分
解
」

「
汎
用
旋
盤
に
よ
る
技
術
習
得
」

「
別
荘
建
築
」「
防
災
ア
プ
リ
の

開
発
」「
マ
ル
チ
カ
メ
ラ
を
用

い
た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に

お
け
る
表
現
方
法
の
研
究
」
で

す
。

　

喬
徳
館
に
集
ま
っ
た
専
門
学

科
全
学
年
約
六
百
三
十
人
の
前

で
、
各
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
た
ち

は
、
研
究
テ
ー
マ
の
選
定
や
開

発
段
階
の
試
行
錯
誤
、
仲
間
と

の
協
力
、
今
後
の
課
題
な
ど
に

つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

使
っ
て
発
表
し
ま
し
た
。
一
、

二
年
生
は
「
自
分
た
ち
の
課
題

を
決
め
る
参
考
に
」
と
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

２日間にわたって延べ３２５５人の学生が詰めかけた愛名会の
企業展。 今季の就職活動の本格的スタートとなりました

名電高大接続事業
「課題研究」を発表
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名
電
卓
球
勢 

全
日
本
で
好
成
績

後藤理事長から学園表彰を
受ける木造勇人選手

２
人
優
勝 

学
園
表
彰
で
称
え
る

　

第
六
十
六
回
全
国
地
区
対
抗

大
学
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
（
一
月
二
～
六
日
・
名
古 全国地区対抗大学ラグビーフットボール大会で初優勝した大学ラグビー部

屋
市
パ
ロ
マ
瑞
穂
ラ
グ
ビ
ー

場
）
に
本
学
ラ
グ
ビ
ー
部
が
東

海
・
北
陸
代
表
と
し
て
出
場
し
、

決
勝
で
鹿
児
島
大
学
（
九
州
代

表
）
を
45
対
21
で
下
し
て
初
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

選
手
権
へ
の
出
場
権
を
獲
得

で
き
な
か
っ
た
大
学
の
「
も
う

一
つ
の
大
学
ラ
グ
ビ
ー
選
手

権
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る

伝
統
の
大
会
。
五
回
目
の
出
場

と
な
っ
た
本
学
は
、
こ
れ
ま
で

二
○
○
五
年
と
二
○
一
一
年
に

準
優
勝
し
て
い
ま
す
。

　

決
勝
で
は
、
前
半
２
、５
分

に
続
け
て
ト
ラ
イ
を
奪
う
な
ど

序
盤
か
ら
圧
倒
し
、
最
後
ま
で

運
動
量
を
落
と
さ
ず
に
相
手
の

反
撃
を
防
ぎ
き
り
ま
し
た
。
創

部
三
十
一
年
、
こ
れ
が
主
要
な

大
会
で
初
め
て
獲
得
し
た
タ
イ

ト
ル
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
部
で
は
三
年
前
に
元
副
将

の
長
江
智
晴
さ
ん
が
コ
ー
チ
に

就
任
し
た
ほ
か
、
元
日
本
代
表

フ
ッ
カ
ー
の
七
戸
昌
宏
さ
ん
や

ト
レ
ー
ナ
ー
の
松
井
健
一
さ
ん

ら
の
好
意
の
指
導
を
得
て
、
練

習
環
境
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
三
十
年
目
の
岡
本
昌
也
監

督
（
経
営
学
科
教
授
）
は
「
皆

さ
ん
の
支
え
が
あ
り
、
部
員
た

ち
が
練
習
に
集
中
で
き
た
の
が

最
大
の
勝
因
で
す
」
と
感
謝
と

喜
び
を
述
べ
ま
し
た
。

大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
が
初
優
勝 

全
国
地
区
対
校
大
会

　

第
四
十
五
回
後
藤
杯
卓
球
選

手
権
大
会《
名
古
屋
オ
ー
プ
ン
》

が
一
月
十
六
、十
七
日
、
一
宮

市
総
合
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
三
十
二
都
道
府
県
か
ら

一
三
三
五
人
の
子
供
た
ち
が
参

加
。
開
会
式
で
愛
知
県
卓
球
協

会
会
長
の
後
藤
淳
理
事
長
が
、

ピ
ン
ポ
ン
外
交
に
尽
力
し
た
元

日
本
卓
球
協
会
会
長
、
前
学
園

理
事
長
の
故
後
藤
鉀
二
先
生
の

業
績
に
ふ
れ
「
明
日
の
卓
球
界

を
盛
り
上
げ
る
の
は
あ
な
た
た

ち
」
と
期
待
を
込
め
て
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

愛
知
工
業
大
学
附
属
中
学
校

の
中
村
光
人
選
手
が
全
力
プ

レ
ー
す
る
こ
と
を
宣
誓
し
、
子

供
た
ち
は
学
年
別
の
各
部
（
い

ず
れ
も
シ
ン
グ
ル
）
に
分
か
れ

て
二
日
間
の
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

学
園
は
二
月
二
十
五
日
、
若

水
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
園
表
彰
を

行
い
、
全
日
本
卓
球
選
手
権
で

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
者
を
出
し
た
大

学
男
子
卓
球
部
と
高
校
卓
球
部

の
快
挙
を
称
え
ま
し
た
。
後
藤

淳
理
事
長
が
男
子
ダ
ブ
ル
ス
優

勝
の
吉
田
雅
己
選
手
（
大
学
経

営
学
科
三
年
）、
ジ
ュ
ニ
ア
男

子
優
勝
の
木
造
勇
人
選
手
（
高

校
一
年
）
と
両
部
の
指
導
者
に

表
彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

後
藤
理
事
長
は
「
吉
田
選
手

は
水
谷
選
手
と
組
ん
で
頑
張
っ

た
。
お
め
で
と
う
。
高
校
も
木

造
君
に
続
く
選
手
が
ど
ん
ど
ん

で
て
き
て
ほ
し
い
。
こ
れ
か
ら

も
指
導
者
の
皆
さ
ん
と
一
層
の

精
進
を
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
ク
ラ
ブ
活
動
後
援
会
の
辻

本
昌
孝
副
会
長
も
「
さ
ら
な
る

上
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
送

り
ま
し
た
。

　

大
会
は
一
月
十
一
～
十
七
日

に
東
京
体
育
館
で
開
か
れ
、
男

子
ダ
ブ
ル
ス
で
第
一
人
者
の

水
谷
隼
選
手
（beacon.LAB.

）

と
組
ん
だ
吉
田
選
手
が
初
優
勝

し
ま
し
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
で

は
木
造
選
手
が
準
々
決
勝
で
松

山
祐
季
選
手
（
高
校
２
年
）
と

対
戦
す
る
恵
ま
れ
な
い
組
み
合

わ
せ
と
な
り
ま
し
た
が
、
勝
ち

上
が
っ
た
木
造
選
手
が
優
勝
し

ま
し
た
。

　

大
学
の
吉
村
真
晴
選
手
（
経

営
学
科
四
年
）
が
男
子
シ
ン
グ

ル
ス
で
３
位
だ
っ
た
ほ
か
、
多

く
の
選
手
が
好
成
績
を
残
し
て

い
ま
す
。
吉
田
選
手
は
「
水
谷

さ
ん
と
組
ん
だ
チ
ャ
ン
ス
を

何
と
し
て
も
生
か
し
た
か
っ

た
。
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
合
い
、
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
力
に
変
え
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
う
」
と
笑
顔
で
大

会
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
。

　
【
大
学
男
子
卓
球
部
】
鬼
頭

明
監
督
、
大
元
司
顧
問
、
吉
田

雅
己
選
手
【
高
校
卓
球
部
】
今

枝
一
郎
監
督
、
増
田
朗
顧
問
、

真
田
浩
二
顧
問
、
董
﨑
岷
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
（
感
謝
状
）、
木
造

勇
人
選
手

後
藤
杯
卓
球
に

全
国
か
ら
１３３５
人

後藤理事長から学園表彰を
受ける吉田雅己選手
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学
園
事
務
局
シ
ス
テ
ム
管
理

部
参
事
の
山
本
久
雄
氏
が
一
月

一
日
死
去
し
ま
し
た
。
六
十
三

歳
で
し
た
。

　

通
夜
は
一
月
三
日
、
葬
儀
・

告
別
式
は
四
日
、
遺
族
や
後
藤

淳
理
事
長
ら
学
園
関
係
者
多
数

が
参
列
し
て
営
ま
れ
ま
し
た
。

　

告
別
式
で
は
近
藤
修
司
シ
ス

テ
ム
管
理
部
部
長
が
弔
辞
を
読

み
上
げ
ま
し
た
。
後
藤
泰
之
学

長
も
年
頭
挨
拶
の
席
上
、
山
本

氏
の
死
去
に
触
れ
「
本
学
学
事

シ
ス
テ
ム
を
築
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
山
本
さ
ん
の
死
去
は
学
園

に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
で

す
。
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
管
理
部
参
事

　
　

山
本
久
雄
氏
が
死
去

　

専
門
学
校
情
報
工
学
科
の
学

生
四
人
が
昨
年
十
一
月
に
開
催

さ
れ
た
豊
田
市
民
美
術
展
の
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
部
門
で

豊
田
市
長
賞
な
ど
上
位
入
賞
を

果
た
す
と
い
う
好
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

　

豊
田
市
長
賞
に
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

コ
ー
ス
二
年
の
小
嶌
五
月
さ
ん

の
「
棒
の
手
」、
豊
田
市
議
会

議
長
賞
に
はD

TP

・W
eb

デ

ザ
イ
ン
コ
ー
ス
一
年
次
の
弘

川
素
さ
ん
の
「
あ
な
た
は
だ

れ
？　

わ
た
し
は
だ
れ
？
」、

審
査
員
特
別
賞
に
は
同
コ
ー
ス

一
年
次
の
木
戸
亮
太
さ
ん
の

「W
here do you w

alk?

」、

優
秀
賞
に
は
同
コ
ー
ス
一
年
次

の
中
根
拓
巳
さ
ん
の
「
共
に
生

き
る
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

小
嶌
さ
ん
は
猿
投
祭
り
の
棒

の
手
を
版
画
風
に
表
現
、
縦

８
４
１
㍉
、
横
５
９
４
㍉
の
大

き
さ
で
す
。
小
嶌
さ
ん
は
一
昨

年
の
同
展
で
は
議
長
賞
、
昨
年

春
の
火
災
予
防
運
動
の
ポ
ス

タ
ー
も
作
成
協
力
し
豊
田
市
消

防
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
ら
れ
る

な
ど
活
躍
し
て
い
ま
す
。
河
合

忍
教
授
は
「
多
く
の
作
品
が
入

賞
し
、
み
ん
な
よ
く
頑
張
っ
て

く
れ
ま
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　[ ロボカップジャパンオープン 2016 愛知」の
競技にはロボカップとロボカップジュニアを合
わせて 1000 人以上が出場すると見込まれていま
す。八草キャンパス全域が競技やイベントの会場
になります。
　サッカー競技の会場は鉀徳館。種目によって登
場するロボットのタイプが異なり、「小型ロボッ
ト」「中型ロボット」各リーグ（２階アリーナ）
では車輪型ロボットがボールを追って走り回りま
す。小型リーグには人型ロボットの競技もありま
す。
　人型ロボットが活躍するのは１チーム３台の人
型２足歩行ロボットが対戦する「ヒューマノイド
リーグ」（１階北）。ロボカップの究極の目標に向
け、少しずつ人の動きに近づいてきました。各
チームが同じフランス製の小さな人型ロボットで
対戦する「標準プラットフォームリーグ」（１階
東）ではプログラムの工夫を競い、２号館２階自
習室・ゼミ室で開かれる「シミュレーションリー
グ」ではコンピューター上のスクリーンフィール

ドでサッカー対戦します。
　２号館は、主に災害救助をテーマにしたレス
キュー競技の会場になります。仮設の災害現場で
救助活動のスピードと精度を競う「実機リーグ」

（地下１階）と、バーチャルロボットを使って救
助戦略を考える「シミュレーションリーグ」（２
階プレゼンルーム）の２つのリーグがあります。
　ＡＩＴプラザの１階では、キッチンやリビング
ルームといった日常生活の場所で人間とともに
暮らすロボットの可能性を探る＠ホーム競技の

「オープンプラットフォーム」「エデュケーション」
「シミュレーション」各リーグが開かれます。
　ロボカップジュニアでは、次世代の担い手と期
待される子供たちが「サッカー」（10 号館）、「レ
スキュー」「CoSpace ＝仮想空間での対戦競技」（２
号館）、「ダンス」（１号館大階段前）の４種目に
分かれて競い合います。
　このほか、一般が参加できるイベントとして、
からくり人形公演会や初心者向けロボット体験教
室、スタンプラリーなどが予定されています。

ロボットの未来を拓く

ロボカップジャパンオープン 2016 愛知

八草キャンパスに英知集結

サ
ッ
カ
ー
、
レ
ス
キ
ュ
ー
…　

1000
人
余
競
う

「
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン

２
０
１
６
愛
知
」
へ
、
お
出
か
け
を

豊田市長賞を受けた小嶌五月さん （左
から 2人目） ら上位入賞の学生たち

　

豊
田
市
民
美
術
展

　

専
門
学
校
生
が
好
成
績


